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畠
用 動物學會 ・ 日 本膳 用 昆 蟲 學 會合 阿大倉 鹹野

夏旨

．
ズ，メ ・ シ ・，ダ・f ・ の に ・・ラ 骨 ゾ を撒机 た 場

合 の 鰄 を 、崢 し た が ，
』
大体 1こ於 て 2〜4 日で 80％

程度 ，
・4〜6 日で

［JO ％ 和 ・く 管 臥す る が ・100 ％ 分解す

る に は尚 相 当 の 日数 を 要す る の で は な か ろ うか と訳 り

・
結果 を 得 た G

　77．高 筆動 物 に 及 ぼ す有機 誘劑の 毒性 （第 4報）

　　　　　 パ ラチ オ．ン よ リバ ラ オ キ ソ ン へ

　　　　　（腰陣検）
＊
上 遠　章 。 山 本隆司

　 パ ラ f’、ri・ゾ の 毒 」 拠 ilt，c 於 て 最近 江 口就 漣 し て い ．

る 「糲 は 壇 チ れ ・ が 翻 ・内 で・灘 酵素に よ り パ ラ 1
’

キ ソ ソ に な り， tt・1；　
’
）f ） ” ス テ ラ ー一ビの 阻 1履 を 強 大 な

らし め る とい 偶 天 で 渦 ・ 私韓漁 の 血
：if一 丿馳 を 以

て 比 色法に よ り ・四 ソ エ ス テ ラ ー一ビ讎 値 を 翫 し・

こ の 写「実 を 確 め た糸
・’！，A．lcつ 對 表・ゴした い ・

　　 78，マ ダニ 類 に 対す る殺 虫劑の 効果 第 2報

　　　　　　體重叢i失 と麗卵に 及ぽ す影響

　　　　（萎蓉
・3一

衛∠i−
t’
弌）　矢萬」4丿」彦 ●＊』ヒ岡茂男

　第 1
、晏 （日本衛 i、動物 学 会窮 5 回 関東 支部例会 ） ・こ

・荼藏纂翻：嘉二読 r錨庭蠶鱧篇
に 伴 い r

−BHG に 対す る抵搬 【…が 急 激 に 上 昇 す る こ と

・等 に つ き報告 し た o

　　今回 は 殺 虫 剤 の Pt
’
　・＝の ク チ ク ラ の 透過性及び 産卵に

及ぼす影響 と殺虫効果 と鰍 醗 み た
。
T−BHG ，　pa「a −

thi 。n は ダ ＝ 一の 休重 を 急激 に 滅 少せ しめ ，　 PP’−1）DT ・

．・p
・−DDT

，　a −BHC そ の fUi・・Ci
・i こ の 鵬 蘇 が 認め ら

　れ なか つ た。 j） 卵呈 を 50％ 抑 ［副す る作用ふ ま pa「a ．

thi。 n 　1 ．3 ， ノ9，γ
一BHc 　2 γ19，

・11・th・in　180　r／9・

PP
’一一DDI

・
・50・r19 で ，乳融 ・ よ る 結・臆 ・ 効力 の 順

は 変 らな い が 繕肩 に よる 吟 と 違 つ た 傾 向 槻 られ

　 た 。 ．

　　　　　79．昆 虫 表艇 に 関 す る 研究 （第 3報）

　　　　　 表 皮 よ り見 た 昆 虫 の 殺虫翻抵抗性

　　　　　　　　（愚薬検） 山 オ 隆 司

　　殺虫剤 に 対す る 昆虫 の 勘 』性iよ神 紺 珂 藤 化 学

　よ り検討 され る べ きで あ る が ，表 皮 を 中心 と した 体脂

　．肪分か ら も或 ＊iic の 検討 が 許 ざれ る べ き
．
で あ ろ う。

　 BHG に 抵払匯あ る a ロ カ メ ム シ と ）｝い ヒ

．メ
＝ガ ネ を

　材料 と し て ク ff−　／7 ラ の k 及び脂肪物 質 と 働 ［
’
殴 の 関

　 係 t．一つ い て 考察 し た o

　　 RE エ3照 （1953） よ綿ゾ ウ ム シ の 体 ［
」亅脂肪ユ の 多い

　 時 の ナ が よ り抵抗織 が あ り ，こ れ は 有機鷹素化合物が

　 脂腺 ・ 蓄積 され る為 と推謫 した 譚 者 の 結 果 か ら も越

　 年前 と越年後の ク ロ カ ．メ ム シ の 脂 肪含有 辷に 顕著な差
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が み られ た が そ れ は 上 の 課 を 示 し て い 総 一思 5e

Par。thi。n は 適 用害虫碯 躙 は極 め て 広い カ こ れ に

関し 畝 鉱 うな 考舫 を提鷹 た い ・ 生 俸内 で 重 要

な麟 f〔で あ る 1・。ithi・ は P ・ ra ・hi・・ 胴 じ く鰓

構造諦 し て い る 。
一黝 講 造瀰 似す る と化学的

な親和
・
齢 強 くなる が ， 報 1ecithi・ は pa「athi °n

を 多量 ．こ乳 化 さす こ と 力 淋 る ・ 故に 眇 体の lec卜

thi 。 は P 。 rathi ・T・ とSE・F口し ，
そ の 乳 化現 郷 屮体 を

し て
， そ の 作髄 よ 吸 け 易 くす る の で あ ろ う・ 阻

P。，a・hi・・ 磁 虫 の 好適嫦 造 鮪 す る と思わ れ る 点

で あ る e

　　　 90．昆 虫 體表 リ ピ ツ ドの 融点 と石 油 に

　　　　　　　　　対 す る溶解蓮度

　　　　　　（岐 卜
、
・，大学芸） 小 泉 i・」 明

高融畑 腰 ・ … ドを もつ 昆虫は ・ 齢 点の 鰄

寅 弾 を もつ もの よ り も謙 騰 蜘 に 文聲 る抵抗

力 の 強い 丿
．
含力 多い 。 実験の 結 果 ， 高融点 の リ ピ ッ ド

雌 融 fi． ．o そ れ よ り も 澱 蝌 ・・躑 尉 す る羅 臓

の 小 さい こ と 澱 蝋 の 固体鮒 1塙 融点 の リ ピ ・ ド

に は 嗣 難 い が ，低鱒 の ぞfi… こ は ・ よ く緲 る こ と

が 立証され k 。
こ れ ら の 事 笑 澱 烱 の 薦 透過性の

メ f， ； ズ ム の 1っ は ， 細 胞 膜 の 場 含 と同様み VS ｛イ

ド轡 性 に 関係す る もの で あ る こ と を教える 。

　 81．ワモ ン ゴ キ ブ リ筋 肉 の コ ハ ク醒酸化騨紊系 に

　　　　　　　及 ぽ す ロ W ；ン の 影響
「

　　　　　　　　（朱大農） 深 見 順
一

　　T話テ ノ L ソ の 殺虫作用 は 細胞 11唯吸 酵素 の 阻 占 と；L妄

　な 闘 係 が ま・る と 思わ れ る の で ，先ず コ ハ ク 酸酸化 酵素

系 に つ い て 榔 寸．し た 。
・ テ ・

一ソ は ゴ キ 川 こ 繭 的

1鋤 き酸 素卿 薙 を徐 唄 こ 減退 させ る ・ ま た ワ モ y ゴ

キ プ リ筋肉の … 癜 酸化酵素系は 蓿1等動物 の そ れ と

似た 1蛸 謝 厩 い る こ とを 観 し た の で沖 灘 行

中の 鮴 ゆ ハ 磁 醐 曄 素系 の 活 11 乂 をV腱 し た ・

即 ち
・
丁密c 浴 液 、ゴ キ プ 囑 肉を i憂膿 簡 の ヨ飯

　応 に よつ て 脱水素酵素活ド渡 の 低下が 暗示 され ， 次 い

で 筋離 砕 灘 用い て … ク 賎 嚠 匕酵轍 び … 職

　脱水素酵素 の 活性厘 の 浴 ち て い る こ と も証明 され る 。

　し か る に in　vier ・ で は ，・ テ ノ
ーソ は ・ ハ 癜 酸 化

酵素 の 活蝦 を僅か に 慨 させ た h・，　 ＝t 一職 脱・驃
1

　酵熱 こ 対 し て は 阻害 が なか つ ナこ 。

　　　　　　 s2．　 BHC 中毒症默 と紳経機能

　　　　　　 C暇大農）
＊山 崎皹 男 ・石 井敏夫

　　 r
−BHC の 申請症状発現機蒋を 明 ら か に す る た め

　に ， r
−BHC に よ る ワ モ ゾ ゴ キ プ リの 神 経 譏能 の 変化
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